
『
就
実
論
叢
』
第
四
二
号
　
抜
刷

就
実
大
学
・
就
実
短
期
大
学
　
二
〇
一
三
年
二
月
二
八
日
　
発
行

加

藤

美

奈

子

倉
敷
市
所
蔵
「
薄
田
泣
菫
文
庫
」

与
謝
野
晶
子
自
筆
歌
稿
「
紫
影
抄
」「
萱
の
葉
」
他
（
一
）

解
題
・
図
版
・
翻
刻

〈
資
料
紹
介
〉
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〈
資
料
紹
介
〉
倉
敷
市
所
蔵
「
薄
田
泣
菫
文
庫
」

与
謝
野
晶
子
自
筆
歌
稿
「
紫
影
抄
」「
萱
の
葉
」
他
（
一
）

解
題
・
図
版
・
翻
刻

加

藤

美
奈
子

は
じ
め
に
―
―
倉
敷
市
所
蔵
「
薄
田
泣
菫
文
庫
」
所
収

与
謝
野
晶
子
自
筆
歌
稿
に
つ
い
て

平
成
二
二
年
度
よ
り
、
本
学
吉
備
地
方
文
化
研
究
所
事
業
の
一
環
と
し
て
、

倉
敷
市
所
蔵
「
薄
田
泣
菫
文
庫
」（
以
下
、「
泣
菫
文
庫
」）
資
料
の
調
査
を
継

続
的
に
実
施
し
て
来
た
。
今
年
度
、
同
資
料
の
原
稿
・
書
簡
類
を
中
心
と
し
た

一
七
〇
〇
点
余
を
約
五
五
〇
〇
フ
ァ
イ
ル
の
画
像
デ
ー
タ
と
し
て
記
録
す
る
作

業
を
完
了
し
た
。
今
後
、所
蔵
者
で
あ
る
倉
敷
市
（
担
当
部
署　

文
化
振
興
課
）

と
連
携
し
、
同
文
庫
を
近
代
文
学
の
貴
重
な
資
料
群
と
し
て
保
存
・
研
究
す
る

事
業
へ
と
繋
げ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

本
論
叢
第
四
〇
・
四
一
号
掲
載
の
拙
稿
に
お
い
て
は
、「
泣
菫
文
庫
」
資
料
の

内
、
与
謝
野
晶
子
自
筆
歌
稿
「
秋
の
薔
薇
」
お
よ
び
、「
湯
あ
か
り
の
後
」「
土

ふ
み
て
」
に
つ
い
て
、
図
版
を
掲
載
・
翻
刻
し
、
初
出
・
所
収
歌
集
等
に
つ
い

て
解
説
を
加
え
た
（「
倉
敷
市
所
蔵
「
薄
田
泣
菫
関
連
資
料
」
与
謝
野
晶
子
自

筆
歌
稿
「
秋
の
薔
薇
」（『
就
実
論
叢
』
第
四
〇
号
、
二
〇
一
一
年
）、「
倉
敷
市

所
蔵
「
薄
田
泣
菫
文
庫
」
与
謝
野
晶
子
自
筆
歌
稿
「
湯
あ
か
り
の
後
」「
土
ふ

み
て
」」（『
就
実
論
叢
』
第
四
一
号
、
二
〇
一
二
年
））。
い
ず
れ
も
原
稿
用
紙

一
枚
に
短
歌
十
首
が
ペ
ン
書
き
さ
れ
て
お
り
、
調
査
時
に
は
三
枚
が
重
ね
ら
れ

て
い
た
が
、「
秋
の
薔
薇
」
の
初
出
が
大
正
四
年
九
月
、「
湯
あ
か
り
の
後
」
の

初
出
が
大
正
二
年
七
月
、「
土
ふ
み
て
」
の
初
出
は
確
認
さ
れ
ず
、「
湯
あ
か
り

の
後
」
と
同
様
、
歌
集
『
夏
よ
り
秋
へ
』（
大
正
三
年
一
月
）
へ
の
所
収
歌
が

見
ら
れ
る
な
ど
、
発
表
時
期
が
異
な
っ
て
い
た
。
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ず
れ
も
「
十
ノ
二
十　

神
樂
阪マ
マ

山
田
製
」
と
左
下
欄
外
に
罫
線
と
同
じ
青
で
印

刷
さ
れ
て
い
る
。「
萱
の
葉
」
の
一
枚
目
の
み
、「
秋
の
薔
薇
」「
湯
あ
か
り
の
後
」

「
土
ふ
み
て
」（
前
掲
）
と
同
様
に
「
十
ノ
廿　

松
屋
製
」
と
左
下
欄
外
に
罫
線

と
同
じ
青
で
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

「
紫
影
抄
」
は
、
原
稿
用
紙
一
枚
目
【
図
版
１
】
一
行
目
に
「
紫
影
抄
」
と

題
が
あ
り
、
改
行
し
て
「
与
謝
野
晶
子
」
と
署
名
、
欄
外
に
「
一
度
に
お
載
せ

下
さ
い
」
朱
書
（
ペ
ン
で
は
な
く
朱
筆
）
さ
れ
て
い
る
。
一
枚
目
は
九
首
、
二

枚
目
【
図
版
２
】
は
六
首
、
以
下
八
行
が
余
白
、
こ
の
二
枚
が
「
紫
影
抄
」
と

題
さ
れ
た
計
一
五
首
の
詠
草
で
あ
る
。「
一
度
に
」
と
い
う
指
定
が
あ
る
が
、

実
際
は
、『
定
本　

與
謝
野
晶
子
全
集
』
第
一
巻
―
第
二
〇
巻
（
講
談
社
、
昭

和
五
四
―
五
六
年
、
以
下
『
全
集
』）
に
よ
る
と
、「
大
阪
毎
日
新
聞
」
大
正

一
〇
年
一
月
七
日
・
一
二
日
・
一
六
日
・
一
八
日
の
四
回
に
亘
っ
て
三
首
ず
つ

計
一
二
首
が
掲
載
さ
れ
、
内
二
首
が
晶
子
一
八
番
目
の
歌
集
『
草
の
夢
』（
大

正
一
一
年
九
月
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
三
首
が
『
全
集
』
未
掲
載
で
あ
る
。

三
枚
目
【
図
版
３
】
は
、一
行
目
に
「
○
」
印
と
「
与
謝
野
晶
子
」
の
署
名
、

詠
草
の
十
首
目
が
四
枚
目
【
図
版
４
】
に
わ
た
っ
て
い
る
。
四
枚
目
は
、
さ
ら

に
八
首
、
以
下
三
行
が
余
白
、
二
枚
で
計
一
八
首
の
詠
草
で
あ
る
。
こ
の
内
の

六
首
が
「
明
星
」（
第
二
次
、
大
正
一
〇
年
一
一
月
）
に
「
草
枕
」
と
題
し
て

掲
載
さ
れ
、
内
五
首
が
『
草
の
夢
』（
前
掲
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
同
歌
集

に
は
さ
ら
に
、
こ
の
歌
稿
か
ら
五
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
（
初
出
は
不
明
）。

残
る
七
首
に
つ
い
て
は
『
全
集
』
未
掲
載
で
あ
る
。

五
枚
目
【
図
版
５
】
は
、無
題
・
無
署
名
で
六
首
、以
下
八
行
が
余
白
で
あ
る
。

本
稿
に
お
い
て
紹
介
す
る
与
謝
野
晶
子
自
筆
歌
稿「
紫
影
抄
」「
萱
の
葉
」は
、

前
者
が
原
稿
用
紙
五
枚
、
後
者
が
原
稿
用
紙
四
枚
が
重
ね
ら
れ
た
状
態
で
保
存

さ
れ
て
い
た
が
、
署
名
の
あ
る
歌
稿
が
含
ま
れ
、
複
数
の
歌
稿
が
ま
と
め
て
保

管
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。「
泣
菫
文
庫
」
所
蔵
の
晶
子
自
筆
歌
稿
は
、

既
に
紹
介
し
た
三
枚
に
今
回
の
九
枚
を
加
え
、計
一
二
枚
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

「
泣
菫
文
庫
」
に
は
他
に
も
、
晶
子
自
筆
の
随
筆
原
稿
や
書
簡
類
が
含
ま
れ
て

い
る
が
、
稿
を
改
め
て
紹
介
し
た
い
。

以
下
、
晶
子
自
筆
歌
稿
九
枚
に
解
題
を
付
し
、
図
版
（
後
掲
【
図
版
１
】
～

【
図
版
９
】）
を
掲
載
・
翻
刻
す
る
。
歌
稿
の
順
序
と
発
表
時
期
は
前
後
す
る
が
、

解
題
・
図
版
・
翻
刻
と
も
、
倉
敷
市
作
成
の
「
薄
田
泣
菫
文
庫
」
の
仮
目
録
番

号
に
準
じ
て
掲
載
し
た
。
図
版
に
つ
い
て
は
、
吉
備
地
方
文
化
研
究
所
に
よ
る

撮
影
で
、
倉
敷
市
の
許
諾
を
得
て
掲
載
し
て
い
る
。
こ
の
場
を
借
り
て
担
当
の

文
化
振
興
課
・
薄
田
泣
菫
顕
彰
会
に
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

一　

与
謝
野
晶
子
自
筆
歌
稿
「
紫
影
抄
」「
萱
の
葉
」
他　

解
題

歌
稿
「
紫
影
抄
」「
萱
の
葉
」
に
そ
れ
ぞ
れ
重
ね
ら
れ
た
五
枚
・
四
枚
の
原

稿
用
紙
に
は
い
ず
れ
も
、
一
マ
ス
に
一
文
字
ず
つ
イ
ン
ク
の
ペ
ン
書
き
で
短
歌

を
記
入
、
一
首
を
二
行
に
収
め
、
総
ル
ビ
が
付
さ
れ
て
い
る
。

用
紙
は
、
九
枚
と
も
数
ミ
リ
の
誤
差
は
あ
る
が
概
ね
縦
約
二
六
㎝
×
横
約

三
六
㎝
の
洋
紙
、「
Ｂ
４
」
サ
イ
ズ
に
相
当
し
、
青
罫
の
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用

紙
で
あ
る
。「
紫
影
抄
」
の
五
枚
と
、「
萱
の
葉
」
の
一
枚
目
以
外
の
三
枚
は
い
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四
枚
目
【
図
版
９
】
は
、
一
行
目
が
他
の
歌
稿
の
続
き
と
思
わ
れ
る
一
首
の
最

後
の
部
分
か
ら
始
ま
り
、
他
に
五
首
、
以
下
九
行
が
余
白
で
あ
る
。「
大
阪
毎

日
新
聞
」
大
正
七
年
八
月
二
五
日
に
前
半
三
首
、
三
一
日
に
後
半
三
首
掲
載
、

歌
集
に
は
未
所
収
で
あ
る
。

本
論
叢
前
号
に
お
い
て
「
湯
あ
か
り
の
後
」
に
つ
い
て
は
二
首
、「
土
ふ
み
て
」

に
つ
い
て
は
四
首
の
未
公
表
短
歌
を
含
む
可
能
性
の
あ
る
自
筆
歌
稿
で
あ
る
こ

と
に
言
及
し
た
が
、
今
回
の
九
枚
の
自
筆
歌
稿
に
つ
い
て
も
、
前
述
の
計
一
五

首
が
『
全
集
』
未
掲
載
で
あ
り
、未
公
表
短
歌
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
出
来
る
。

ま
た
、
初
出
・
所
収
歌
集
の
確
認
出
来
る
作
品
に
つ
い
て
も
、
新
聞
・
雑
誌
掲

載
歌
、
歌
集
所
収
歌
と
の
間
に
そ
れ
ぞ
れ
表
現
の
異
同
が
見
ら
れ
る
。
次
号
で

異
同
の
詳
細
を
示
し
、
内
容
に
つ
い
て
の
解
説
を
加
え
た
い
。

二　

与
謝
野
晶
子
自
筆
歌
稿
「
紫
影
抄
」「
萱
の
葉
」
他　

図
版
・
翻
刻

次
頁
よ
り
、与
謝
野
晶
子
自
筆
歌
稿
「
紫
影
抄
」【
図
版
１
】
～
【
図
版
５
】、

「
萱
の
葉
」【
図
版
６
】
～
【
図
版
９
】
を
掲
げ
、後
に
翻
刻
を
ま
と
め
て
示
し
た
。

翻
刻
に
お
け
る
改
行
等
は
歌
稿
に
準
じ
て
い
る
。
字
体
は
新
旧
と
も
に
歌
稿
に

準
じ
、
新
旧
の
字
体
が
判
別
し
難
い
場
合
は
概
ね
旧
字
体
と
し
て
い
る
。
●
は

文
字
の
修
正
箇
所
で
、
修
正
前
の
文
字
が
不
明
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
修
正
後

の
文
字
の
前
に
示
し
た
。
ま
た
、
修
正
前
の
文
字
が
判
読
出
来
る
場
合
、
元
の

文
字
を
（　

）
で
修
正
後
の
文
字
の
前
に
示
し
た
。
行
外
に
挿
入
文
字
が
示
さ

れ
て
い
る
場
合
、
修
正
箇
所
の
下
に
〔　

〕
で
示
し
た
。

「
大
阪
毎
日
新
聞
」
大
正
一
〇
年
五
月
二
九
日
に
後
半
の
三
首
が
掲
載
、
歌
集

に
は
未
収
録
で
あ
る
。
前
半
の
三
首
が
『
全
集
』
未
掲
載
で
あ
る
。

「
萱
の
葉
」
は
、
原
稿
用
紙
一
枚
目
【
図
版
６
】
右
側
欄
外
に
「
萱
の
葉
」

と
題
が
あ
り
、
同
じ
く
右
側
欄
外
下
方
に
「
与
謝
野
晶
子
」
と
署
名
、
一
枚
に

十
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
書
式
は
、「
秋
の
薔
薇
」（
前
掲
）
と
共
通
し
、

原
稿
用
紙
も
前
述
の
よ
う
に
、
今
回
の
歌
稿
の
内
で
は
唯
一
「
松
屋
製
」
が
用

い
ら
れ
て
い
る
。
初
出
も
「
秋
の
薔
薇
」（
初
出
「
大
阪
毎
日
新
聞
」
大
正
四

年
九
月
二
六
日
）
と
比
較
的
近
く
、
大
正
五
年
七
月
一
〇
日
・
三
一
日
の
二
回

に
亘
っ
て
三
首
ず
つ
計
六
首
掲
載
、
六
首
と
も
晶
子
一
五
番
目
の
歌
集
『
晶
子

新
集
』（
大
正
六
年
二
月
）
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。
残
る
四
首
の
内
一
首
は
、

雑
誌
「
婦
人
畫
報
」（
大
正
五
年
八
月
）
に
掲
載
、『
晶
子
新
集
』（
前
掲
）
に

収
め
ら
れ
て
い
る
。
同
歌
集
に
は
さ
ら
に
二
首
が
所
収
さ
れ
（
初
出
は
不
明
）、

残
る
一
首
が
『
全
集
』
未
掲
載
で
あ
る
。

二
枚
目
【
図
版
７
】
は
、
一
行
目
に
「
○
」
印
、
二
行
目
に
「
与
謝
野
晶
子
」

と
署
名
、
一
枚
に
九
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。「
大
阪
毎
日
新
聞
」
大
正
一
〇

年
七
月
二
日
・
五
日
の
二
回
に
亘
っ
て
三
首
ず
つ
六
首
掲
載
、
歌
集
に
は
未
所

収
で
あ
る
。
残
る
三
首
の
内
、
二
首
が
『
草
の
夢
』（
前
掲
）
所
収
（
初
出
は

不
明
）、
一
首
が
『
全
集
』
未
掲
載
で
あ
る
。

三
枚
目【
図
版
８
】は
、右
側
欄
外
に「
○
」印
、同
じ
く
右
側
欄
外
下
方
に「
与

謝
野
晶
子
」
と
署
名
、
一
枚
に
十
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。「
大
阪
毎
日
新
聞
」

大
正
六
年
五
月
二
一
日
に
「
皐
月
雨
」
と
題
し
て
十
首
総
て
掲
載
、
内
四
首
が

晶
子
一
六
番
目
の
歌
集
『
火
の
鳥
』（
大
正
八
年
八
月
）
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。
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【
図
版
１
】



−5−

【
図
版
２
】
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【
図
版
３
】
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【
図
版
４
】
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【
図
版
５
】
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【
図
版
６
】
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【
図
版
７
】
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【
図
版
８
】
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【
図
版
９
】
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【
図
版
２
】
翻
刻

〔
欄
外
〕
㊁

一ひ
と
り人
居ゐ

て
叩た
た

け
ば
夜よ

半は

の
木こ
が
ら
し枯
の
音お
と

に
似に

通か
よ

ふ
わ
が

ピ
ヤ
ノ
か
な

紅べ
に

縞じ
ま

の
き
れ

を
被か
ぶ

り
て
愚お
ろ

か
な
る
田ゐ
な
か舎
娘む
す
め

の
春は
る

の
步あ
ゆ

み

來く半な
か
ば

い
と
誇ほ
こ

り
か
に
し
て
そ
の
半な
か
ば

羞は
づ

か
し
げ
な
る
（
あ
け
）

あ
か
つ
き
の
空そ

ら

薔ば

薇ら

を
見み

て
い
み
じ
き
も
の
が
地ち

に
ひ
そ
む
不ふ

可か

思し

議ぎ

に
泣な

く
は
た
わ
れ
を
泣な

く

霧き
り

の
降ふ

り
山や
ま

彥び
こ

の
聲こ
ゑ

お
も
し
ろ
き
溪た
に

の
思お
も

は
る
旅た
び

に

い
で
ま
し

彼か
な
た方
の
灯ひ

も
の
を
説と

く
ご
と
に
じ
み
き
ぬ
春は
る

の
雨あ
ま

夜よ

の
長な
が

き
道み
ち

か
な

【
図
版
１
】
翻
刻

〔
欄
外
朱
書
〕
一
度
に
お
載
せ
下
さ
い　
　
〔
欄
外
〕
㊀

紫
影
抄

与
謝
野
晶
子

一い
つ

步ぽ

づ
つ
進す
す

ま
ず
春は
る

は
翅つ
ば
さ

も
て
未み

來ら
い

へ
渡わ
た

る
こ
こ
ち

こ
そ
す
れ

春は
る

の
雪ゆ
き

勸く
わ
ん

進じ
ん

帳ち
や
う

の
強が
う

力り
き

の
ご
と
あ
て
や
か
に
步あ
ゆ

み
く

る
か
な

わ
た
つ
み
が
高た

か

く
上あ

げ
た
る
白し
ら

玉た
ま

の
か
ひ
な
と
見み

ゆ

る
夕ゆ

ふ

ぐ
れ
の
月つ
き

春は
る

寒さ
む

し
蒲が
ま

の
穗ほ

よ
り
も
穢
●〔
き
〕た

な
げ
に
な
り
つ
る
（
春
）〔
雪ゆ
き

〕
を
四よ

日か

五い
つ

日か

見み

る

び
ろ
う
ど
の
春は

る

の
光ひ
か
り

の
ほ
の
さ
し
て
薔ば

薇ら

の
匂に
ほ

へ
る

身み

の
ほ
と
り
か
な

失う
し
な

ひ
し
も
の
こ
と
ご
と
く
歸か
へ

り
こ
し
歡く
わ
ん

喜ぎ

を
薔ば

薇ら

の

花は
な

に
（
覚
）〔
覺
お
●〔
ぼ
〕〕
ゆ
る

ふ
る
さ
と
の
砂す

な

山や
ま

な
ど
も
思お
も

は
れ
て
う
ら
な
つ
か
し

き
雪ゆ

き

の
む
ら
消ぎ
え

美う
つ

く
し
き
雪ゆ
き

に
根ね

ざ
し
て
あ
る
さ
ま
す
栁や
な
ぎ

ゆ
づ
り
は

白し
ら

玉た
ま

椿
つ
ば
き

わ
が
心こ
こ
ろ

絶た

え
ず
も
雨あ
め

の
降ふ

る
ご
と
し
恋こ
ひ

の
煙け
む
り

の
し
め

や
か
に
立た

つ
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【
図
版
４
】
翻
刻

夜よ

を
五い
つ

つ
寝ぬ

る

裾す
そ

野の

な
る
花は
な

は
は
か
な
し
一い
つ

草さ
う

を
あ
ま
さ
ず
山や
ま

の
風か
ぜ

に
順し
た
が

ふ

君き
み

が
こ
と
浅あ
さ

間ま

の
嶽た
け

の
ふ
も
と
な
る
落か

葉ら

松ま
つ

の
木き

が

知し

る
よ
し
も
な
し

明み
や
う

星じ
や
う

の
光ひ
か
り

郭く
わ
つ
こ
う公
は
た
お
の
れ
殊こ
と

更さ
ら

め
く
と
た
の
し
む

わ
れ
は

わ
れ
さ
び
し
見み

る
日ひ

來き
た

ら
ず
い
つ
し
か
と
文ふ
み

が
運は
こ

び

し
香か

う

料れ
う

も
盡つ

く

雲く
も

湧わ

け
ば
忽た
ち
ま

ち
雨あ
め

す
ゆ
と
り
な
き
わ
か
き
心こ
こ
ろ

の
初は
つ

秋あ
き

の
空そ
ら

夏な
つ

草く
さ

を
盗ぬ
す
び
と人
の
ご
と
憎に
く

め
ど
も
そ
の
主あ
る
じ人
よ
り
𠀋た
け

高た
か

く
な
る

山や
ま

の
端は

に
残ざ
ん

月げ
つ

の
ご
と
た
そ
が
れ昏
の
光ひ
か
り

た
だ
よ
ひ
雨あ
め

ふ
り

い
で
ぬ

夕ゆ
ふ

月づ
き

の
光ひ
か
り

の
中な
か

に
浅あ
さ

間ま

山や
ま

ゆ
●
〔
る
〕
ぎ
出い

で
く
る
心こ
こ
ち地
こ

そ
す
れ

【
図
版
３
】
翻
刻

○　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

与
謝
野
晶
子

地ち

と
空そ
ら

の
中な
か

に
い
み
じ
く
搖ゆ

る
る
馬ば

車し
や

わ
れ
そ
れ
に

居ゐ

ぬ
侮
あ
な
づ
ら

は
し
く

い
か
づ
ち
に
半は

ん

身し
ん

捨す

て
し
木き

の
株か
ぶ

を
こ
れ
ぞ
と
覗の
ぞ

く

晝ひ
る

の
雲く
も

か
な

う
ば
た
ま
の
髪か

み

煩わ
づ
ら

は
し
身み

の
中な
か

の
焦こ
が

れ
心ご
こ
ろ

は
な
ほ
煩わ
づ
ら　

は
し

山や
ま

の
背せ

に
雲く
も

湧わ

き
出い

で
ぬ
物も
の

思お
も

ひ
募つ
の

り
て
熱ね
つ

の
發は
つ

す

る
如ご

と

く

姑し
う
と
め

と
世よ

に
云い

ふ
も
の
が
か
た

隅す
み

に
あ
る
心こ
こ
ち地
す
る
く
ら

き
浴よ

く

場ぢ
や
う　

わ
が
行ゆ

く
は
月つ
き

し
ろ
の
下も
と

路み
ち

長な
が

く
浅あ
さ

間ま

お
ろ
し
に
黍き
び

の
葉は

の
鳴な

る

女お
み
な
へ
し
郎
花
山や
ま

の
桔き
き
や
う梗
を
た
を
や
め
の
腰こ
し

ほ
ど
抱い
だ

き
浅あ
さ

間ま

を
下く
だ

る

心こ
こ
ろ

を
ば
お
伽と
ぎ

ば
な
し
の
悪あ
く

黨た
う

も
思お
も

ひ
よ
ら
ざ
る
洞ほ
ら

に

投な

げ
う
つ

は
か
な
さ
の
限か

ぎ

り
知し

ら
ぬ
も
激は
げ

し
き
に
過す

ぎ
た
る
人ひ
と

の
恋こ
ひ

の
な
ら
は
し

も
の
云い

へ
ど
應お
う

ず
る
山や
ま

も
あ
ら
ぬ
な
り
北き
た

の
信し
な
の濃
に
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【
図
版
６
】
翻
刻

〔
欄
外
〕
萱
の
葉　
　
　
　
　
　

与
謝
野
晶
子

あ
ぢ
き
な
し
心こ

こ
ろ

に
尖さ
き

の
あ
る
こ
と
を
君き
み

も
お
の
れ
も

知し

り
ぬ
こ
の
ご
ろ

夏な
つ

の
月つ
き

薄う
す

ら
に
あ
る
が
砂す
な

濱は
ま

の
貝か
ひ

の
葉は

め
き
（
て
）〔
て
〕
な
つ

か
し
き
か
な

自み
づ
か

ら
を
海う
み

に
沈し
づ

め
る
果は

て
か
と
も
思お
も

ふ
五さ
つ
き月
の
長な
が

雨あ
め

の
こ
ろ

赤あ
か

と
ん
ぼ
蝋ろ
う

燭そ
く

蜻と
ん
ぼ蛉
上う
へ

を
飛と

び
紫あ
ぢ
さ
ゐ

陽
花
の
花は
な

（
清
）〔
清き
よ

〕
ら
に

光ひ
か

る
黒く

ろ

髪か
み

の
端は
し

も
見み

ざ
り
し
た
び

な
ど
と
法ほ
ふ
し

の
如ご
と

き
噓う
そ

云い

ふ
も
の
か

大お
ほ

井ゐ

川が
は

あ
ら
し
山や
ま

な
ど
舞ま
ひ

子こ

な
ど
夜よ

の
皷つ
づ
み

な
ど
（
若
き
）

憎に
く

き
人ひ
と

書か

く

●
夏な

つ

山や
ま

の
御み

堂だ
う

の
疊た
た
み

踏ふ

み
に
來こ

よ
忘わ
す

れ
に
來こ

よ
や
佛ほ
と
け　

の
ま
へ
に

湖み
づ
う
み

や
わ
が
あ
か
つ
き
の
蚊か

や帳
の
ご
と
輕か
ろ

げ
に
う
ご
く

ふ
な
ば
た
の
波な

み

初は
つ

夏な
つ

の
青せ
い

玉ぎ
よ
く

の
日ひ

を
か
た
は
ら
に
な
し
つ
つ
君き
み

を
打う
ち

恨●〔
う
〕ら

む
ら
く

物も
の

思お
も

ふ
萱か
や

の
葉は

な
ど
と
並な
ら

ぶ
時と
き

今（
け
ふ
）〔
い
ま
〕

（
日
）
こ
し
方か
た

の
わ
れ

も
う
ら
め
し

【
図
版
５
】
翻
刻

胡こ

地ち

に
し
て
木き

無な

き
わ
う

土ど

を
踏ふ

む
た
び

の
今い
ま

う
ち
つ
け

に
思お

も

は
る
る
か
な

わ
が
手て

し
て
開ひ
ら

く
べ
き
戸と

の
●
多お
ほ

か
る
に
倦う

み
て
花は
な

笑さ

く
園そ
の

に
眠ね
む

れ
（
り
）〔
り
〕

磨み
が

く
べ
き
も
の
と
知し

り
し
に
人ひ
と

來き
た

り
さ
か
し
ら
（
す
れ
）〔
云い

へ
〕

ば
ま
た
顧か

へ
り

み
ず

わ
が
岩い

は

の
三さ
ん

尺じ
や
く

低ひ
く

き
と
こ
ろ
に
て
思お
も

ひ
歎な
げ

け
る
わ
た

つ
み
の
波な

み

手て

を
組く

み
て
空そ
ら

を
眺な
が

む
る
白し
ろ

き
薔ば

薇ら

瘦や

せ
た
る
薔ば

薇ら

も
あ
は
れ
な
り
け
れ

何な
に

に
よ
り
支さ
さ

へ
ら
れ
た
る
も
の
と
な
く
俄に
は
か

に
心こ
こ
ろ

く
づ

さ
れ
て
泣な

く
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【
図
版
８
】
翻
刻

〔
欄
外
〕
○　
　
　
　
　
　
　
　
　

与
謝
野
晶
子

（
夜
）
夏な

つ

の
〔
夜よ

の
〕
鈍に
び

色い
ろ

の
雲く
も

お
し
上あ

げ
て
孔く
じ
や
く雀
あ
ら
は
る
白し
ろ

き

ひ
か
り
に

若わ
か

き
日ひ

の
夢ゆ
め

よ
り
出い

で
し
君き
み

な
れ
ば
お
の
れ
と
思お
も

ふ

う
き
も
つ
ら
き
も

君き
み

と
居ゐ

て
わ
が
あ
り
さ
ま
を
花は
な

と
云い

ひ
鳥と
り

と
云い

は
せ

て
楽た

の
し

み
し
時と
き

い
く
そ
た
び
い
み
じ
く
忍し
の

び
わ
が
胸む
ね

へ
歸か
へ

り
來き
た

り
し

こ
の
忍に

ん

術じ
ゆ
つ
し

七な
な

八や

つ
の
薔ば

薇ら

傾か
た
ぶ

き
て
竹た
け

濡ぬ

る
る
恋こ
ひ

の
雨あ
め

降ふ

る
皐さ
つ
き月

つ
い
た
ち

疑う
た
が

は
ば
知し

る
と
云い

へ
か
し
こ
の
こ
と
を
一ひ
と

つ
か
な
は

ぬ
望の

ぞ

み
と
て
持も

つ

足た

ら
ぬ
こ
と
少す
こ

し
覚お
ぼ

ゆ
る
●
時と
き

に
逢あ

ふ
夢ゆ
め

な
ど
を
見み

て
歎な
げ

き
ぬ
る
か
な

い
つ
●
〔
し
〕
か
と
入●

い

り
に
け
ら
し
な
二ふ
た

筋す
ぢ

に
ひ
と
つ
ひ
と

つ
の
分わ

か

れ
た
る
道み
ち

芍し
や
く

薬や
く

の
芽め

ご
と
に
白し
ろ

き
て
ふ

の
居ゐ

て
羽は

振ふ

れ
ば
雲く
も

の
散ち

り
こ
し
ご
と
き

自み
づ
か

ら
に
代か
は

り
て
君き
み

が
云い

ひ
給た
ま

ふ
妬ね
た

み
と
ば
か
り
な
つ

か
し
き
か
な

【
図
版
７
】
翻
刻

○

与
謝
野
晶
子

二に

階か
い

よ
り
綠み
ど
り

の
鳥と
り

の
覗の
ぞ

く
を
ば
夕ゆ
ふ

月づ
き

め
く
と
君き
み

に
云い

ふ
か
な

洛ら
く

陽や
う

も
奈な

良ら

の
都み
や
こ

も
霞か
す

む
な
ど
お
よ
づ
れ
言ご
と

す
西に
し

を

眺な
が

め
て

海う
み

に
入い

る
白し
ろ

き
棧さ
ん

橋ば
し

末す
ゑ

と
げ
ず
忘わ
す

れ
し
恋こ
ひ

に
似に

た
る

棧さ
ん

橋ば
し

心こ
こ
ろ

よ
り
曻の
ぼ

る
煙け
ぶ
り

も
し
か
め
や
と
思お
も

ひ
上あ
が

れ
る
わ
が
煙た
ば

草こ

か
な

天て
ん

変ぺ
ん

か
何な
に

か
し
ら
ね
ど
愛あ
い

欲よ
く

の
颱た
い

風ふ
う

お
こ
り
身み

のあ
や
ふ　

け
れ

花は
な

多お
ほ

き
少を
と
め女
椿つ
ば
き

は
南な
ん

國ご
く

の
鳥と
り

よ
り
あ
て
に
身み

を
も
て

な
し
ぬ

あ
て
人び

と

は
漫み
だ

り
に
心こ
こ
ろ

う
ご
か
さ
ず
唯た
だ

淚な
み
だ

の
み
流な
が

る
る

と
見み

よ

心こ
こ
ろ

を
ば
眞ま
し
ろ白
き
龍り
や
う

の
如ご
と

く
見み

て
自み
づ
か

ら
お
そ
れ
近ち
か

づ
か

ぬ
時と

き

陳の

べ
て
行ゆ

く
心こ
こ
ろ

と
も
見み

ず
戯た
は
ぶ

れ
に
書か

く
と
も
な
さ
ぬ

文ふ
み

通か
よ

は
せ
ぬ
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【
図
版
９
】
翻
刻

る
火ひ

の
地ぢ

獄ご
く

よ
り

こ
の
頃ご

ろ

の
初は
つ

秋あ
き

の
か
ぜ
朝あ
さ

夕ゆ
ふ
べ

心こ
こ
ろ

に
も
の
の
足た

ら
ぬ
身み

を
吹ふ

く

か
た
は
ら
へ
白し

ろ

き
も
の
を
ば
積つ

み
に
來く

る
秋あ
き

風か
ぜ

と
し

も
思お

も

ひ
け
る
か
な

五ご

間け
ん

ほ
ど
後う
し
ろ

に
野や

馬ば

の
息い
き

あ
り
て
せ
せ
ら
ぎ
の
ご
と

晝ひ
る

の
虫む
し

啼な

く

秋あ
き

風か
ぜ

の（
冷
）〔
つ
め
た
〕き
沓く
つ

に
踏ふ
ま

れ
た
る
雜ざ
つ

草さ
う

を
見み

て（
物
）〔
も
の
〕を
思お
も

ひ

ぬ川か
は

霧ぎ
り

の
上う
へ

に
七な
な

八や

つ
薄う
す

く
濃こ

く
藍あ
ゐ

色い
ろ

の
山や
ま

（
並
ぶ
）
な

ら
ぶ
朝あ

さ

か
な
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